
学 校 教 育 目 標
高い志を持ち、夢に向かって 本気で取り組む生徒

○進んで学ぶ生徒 ○思いやりのある生徒 ○たくましい生徒

目指す学校像 「職員・生徒ともに自信と誇りのもてる学校」

◎教職員の総力をもって、生徒の「生きる力」と「将来の夢」を育む学校
◎挨拶と歌声が響き安心・安全で美しい学校 ◇１２年間で大幡の子供を育てる〔幼保・小中一貫教育〕
◎すべての生徒にとって居がい、やりがいがあり、喜んで登校できる学校

思いやりのある生徒

◎互いに認め合い、励まし合い、元気なあいさつをか
わせる生徒

・朝のボランティア清掃(各部活動交代で、毎日)
・｢大幡校区連絡会：植え付け、収穫祭」（年２回）
・「朝のあいさつ運動（生活委員、生徒会）」（月１回）
・「人権週間」の実施(年２回）
・ノーマライゼーションの理念に基づく教育の推進
◇大幡小中特別支援学級：交流会（年２回）

◎高い目標を持って、何事にも本気で取り組み、汗
をかく生徒

・体力向上の推進◇新体力テスト◇
総合評価（C判定以上)＝８５％達成
・健康教育の取組(ＨＱＣシートの取組)
◇朝ご飯をしっかり食べる（９５％以上）

・食育の推進（栄養教諭による指導）年３回
・防災教育の推進（緊急地震速報による避難訓練）

◎基礎的・基本的な力を確かに身に付け、主体的に
学習に取り組む生徒

・生徒の『学力向上』を図るため、言語活動を重視
した授業を実践する。（指導力向上のため、公開
授業 各教師２回）

・家庭学習２時間以上実施（５０％以上）
・テレビ・パソコン等の時間（１時間以内＝４０％）
・読書量の向上（３０％以上増）

進んで学ぶ生徒 たくましい生徒

チーム大幡 論より実践・行動・背中で教える
(1)信頼され地域に根ざした特色ある学校づくり
(楽するものが得をしない職場に！)

(2)学校教育目標を達成することを念頭においた学校経営
(率先垂範を大切にする職場に！)

(3)明るく、楽しく、活力があり、連帯感のある職場づくり
(全員で取り組む職場に！)

◎是々非々｢すずめの学校｣と｢めだかの学校｣のﾊﾞﾗﾝｽを
○誰にでもわかる授業をし、確かな学力をつけます。
○徹底して「かまって」あげます。
○いざというときに全員で動きます。
○1秒でも早くプロの手に渡します。
○報告・連絡・相談・見届けを忘れません。
◇教師の目（隠れた空間）、耳（聴く力）＝アンテナを高く
◇教師の手（手段）、足（動く）＝行動力＜フットワーク＞

学校研究課題 ～言語活動を重視した学習指導の研究～

教育環境 －きれいで、靜かな学校－

○「生きた掲示（見る視点が示された掲示）」
「動く掲示（新鮮な掲示）」にします。

○ 教職員は、穏やかで、丁寧な言葉遣いをし、
適切な言語環境をつくります。
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校 長 あ い さ つ 須藤 一郎

本校では、「教職員・生徒ともに自信と誇りの持てる学校」を目指し、教職員

の「指導力向上」を図り、生徒の「生きる力」の育成と「学力向上」に取り組みま

す。 そして「保護者や地域の方々から、信頼される大幡中学校」を創りあげて

まいります。

下 校 時 刻
４. １～ ９.１４ １８:００
９.１８～ 新人戦 １７:３０
新人戦～ 中間前 １７:３０
中間後～１２.２４ １６:４５

１月 １７:００
２月 １７:１５
３月 １７:３０

教育課程 年間授業時数

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 道徳 特活 総合 合計

１年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015
２年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015
３年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015

熊谷教育 熊谷の子どもたちは、これができます！
「４つの実践」 アクセル 「３減運動」 ブレーキ
①朝ごはんをしっかり食べる。 ○ テレビの時間を減らします。
②呼ばれたら「はい」と元気よく返事をする。 ○ ゲームの時間を減らします。
③「ありがとう」「ごめんなさい」と言う。 ○ 携帯電話やパソコンに触れる時間を
④友だちをたくさんつくる。 減らします。

家庭で約束を！

学 校 沿 革 の 概 要
昭和58年 4月 1日 熊谷市立大原中学校の通学区であった大字柿沼、原島、

代、新島（大幡小学校の通学区）を分離して熊谷市立
大幡中学校を設立し開校する。 初代校長 角田 眞一

昭和58年 4月11日 校章制定
昭和58年 4月20日 制服制定
昭和58年 5月 2日 開校記念日として定める
昭和58年 6月10日 体育館、プール完成
昭和58年 6月15日 ＰＴＡ創立総会
昭和58年 9月 6日 屋外球技場完成
昭和58年11月24日 竣工式
昭和59年 2月10日 校旗完成
昭和59年 2月10日 校歌制定(作詞・増田敏男 作曲・松本文男)
昭和59年 4月 6日 校歌碑建立
昭和59年11月 2日 県教委、市教委委嘱発表会(58，59年度放送教育)
昭和61年11月18日 市教委、同和教育研究委嘱発表会(60，61年度)
昭和62年 4月 1日 ２代校長 岡部 弘行
昭和63年 6月28日 大里地区体育授業研究発表会
昭和63年11月29日 学習指導協力校発表（英語・数学）
平成元年 4月 1日 ３代校長 蛭川 弘
平成 2年10月30日 大里地区進路指導（19ブロック）発表
平成 3年 5月14日 県立北教育センター研究委嘱（理科）
平成 3年 6月27日 修学旅行研究校委嘱（修学旅行会埼玉支部）
平成 3年11月13日 市教委、学習指導研究委嘱発表会（平成2･3年度）
平成 4年 4月 1日 ４代校長 佐藤 恒夫
平成 4年11月27日 市教委、学習指導研究協議会（特別活動）会場校
平成 5年 5月23日 PTA奉仕作業による植樹
平成 5年11月10日 開校１０周年記念式典挙行(参加者２３１名)
平成 6年 4月 1日 制服制定
平成 7年 4月 1日 ５代校長 小林 元治
平成 7年11月17日 市教委合同同和教育研究委嘱
平成 8年12月13日 大幡中学校区健全育成モデル地区活動推進の集い会場校
平成 9年 4月 1日 ６代校長 高田 普通
平成11年 4月 1日 ７代校長 廣瀬 正美
平成14年 4月 1日 ８代校長 石井 康雄
平成15年11月 1日 市教委、学習指導研究委嘱発表会(平成14･15年度)
平成16年 4月 1日 二学期制実施
平成17年11月 9日 文科省道徳教育推進事業指定校研究発表(平成16･17年度)
平成18年 4月 1日 ９代校長 高橋 清
平成18年 7月 5日 埼玉県算数数学教育研究会 数学授業研究校
平成18年11月 7日 埼玉県進路指導研究会委嘱 進路指導研究発表会
平成18年11月 8日 体育館アスベスト除去工事(～19.2.26完了)
平成22年 4月 1日 10代校長 瀧口 裕史
平成23年11月 5日 市教委研究委嘱、県道徳教育研究協力校研究発表会

(平成22･23年度)
平成24年11月25日 開校３０周年記念式典
平成26年 4月 1日 11代校長 須藤 一郎
平成27年11月 7日 市教委、学習指導研究委嘱発表会(平成26･27年度)

○家族との会話を増やします。
○読書の時間を増やします。
○予習・復習の時間を増やします。

幼保・小中一貫教育！
大幡の子供を１２年間で育てていく

◎幼保から小、そして中学校への教育活
動の連携
◇学習規律の確立、基礎・基本の徹底

◎幼保小中の教職員が、お互い積極的に
研修を進める。
◇合同研修会の実施

◎基礎・基本的な学力の定着を図るとと
もに、特別支援教育の充実を目指す。
◇連携個票の活用と生徒支援委員会

教育活動の見える化
保護者・地域に信頼される学校

(1)学校の教育活動を、生徒・保護者、地域
に積極的に公開していく。
◇公開授業・学校行事

(2)教職員が積極的に研修を進め、その活動
を公開していく。
◇言語活動を重視した授業の展開

(3)学校のホームページを活用し、教育活動
を公開していく。
◇全ての職員が更新に関わる

日 課 表
月 火水木金

8:10~ 8:25 8:10~ 8:25 職員打合せ
8:25~ 8:35 8:25~ 8:35 朝読書
8:35~ 8:45 8:35~ 8:45 朝の会
8:50~ 9:40 8:50~ 9:40 第１校時
9:50~10:40 9:50~10:40 第２校時

10:50~11:40 10:50~11:40 第３校時
11:50~12:40 11:50~12:40 第４校時
12:40~13:20 12:40~13:20 給食
13:20~13:35 13:20~13:35 清掃
13:35~13:50 13:35~13:50 昼休み
13:55~14:45 13:55~14:45 第５校時
14:50~15:00 帰りの会(月)

14:55~15:45 第６校時
15:50~16:00 帰りの会

生徒数及び学級数 H26.5.1現在
学年 １ ２ ３ 5 6 7 合

性別 年 年 年 組 計
男子 ４１ ５９ ５８ (3) １５８

女子 ４６ ４８ ５９ (4) １５３

合計 ８７ １０７ １１７ (７) ３１１

学級数 ３ ３ ３ ３ １２


